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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
三
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認
定
を
し

た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一

起
業
者
の
名
称

東
久
留
米
市

第
二

事
業
の
種
類

市
道
二
百
七
号
線
整
備
事
業
（
南
沢
通
り
・

東
京
都
東
久
留
米
市
南
沢
三
丁
目
地
内
か
ら
同
市
南
沢
二
丁
目

地
内
ま
で
）

第
三

起
業
地

一

収
用
の
部
分

東
久
留
米
市
南
沢
三
丁
目
、
南
沢
二
丁
目
及

び
南
沢
一
丁
目
地
内

二

使
用
の
部
分

な
し

第
四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

本
件
申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条

各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の

認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
東
久
留
米
市
南
沢
三
丁
目
地
内
の
市

道
二
千
三
百
二
十
号
線
と
の
接
続
部
か
ら
北
側
へ
約
三
十
・
三

メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
、
同
市
南
沢
二
丁
目
地
内
の
笠
松
坂
交

差
点
ま
で
の
、
全
体
計
画
延
長
百
八
十
・
七
メ
ー
ト
ル
の
区
間

（
以
下
「
全
体
計
画
区
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
市
道
二
百

七
号
線
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
り
、

法
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

第
百
八
十
号
）
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

二

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
で
あ
る
東
久
留
米
市
（
以
下
「
起
業
者
」
と
い

う
。
）
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
一
条
の
三
第
二
項
の
普
通
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
道

路
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
道
の
管
理
者
と
し
て
本

件
事
業
を
施
行
す
る
権
能
を
有
す
る
主
体
で
あ
る
。

ま
た
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
も

既
に
措
置
し
て
お
り
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
意
思
及
び
能
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

三

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

㈠

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

市
道
二
百
七
号
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。
）
は
、

「
東
久
留
米
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、

主
要
幹
線
道
路
及
び
幹
線
道
路
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
補

助
幹
線
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
路
線
は
、
東
久
留
米
市
本
町
三
丁
目
を
起
点
と

し
同
市
学
園
町
二
丁
目
を
終
点
と
し
て
お
り
、
東
久
留
米
市

の
北
部
地
域
と
南
部
地
域
と
を
南
北
に
結
び
、
地
域
住
民
の

通
勤
、
通
学
等
の
日
常
生
活
を
支
え
る
延
長
約
千
六
百
五
十

七
メ
ー
ト
ル
の
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
起
業
地
に
係
る
東
久
留
米
市
南
沢
一
丁

目
地
内
の
市
道
二
千
百
四
十
四
号
線
と
の
接
続
部
か
ら
同
市

南
沢
二
丁
目
地
内
の
笠
松
坂
交
差
点
ま
で
の
延
長
百
二
十
一

・
一
メ
ー
ト
ル
（
必
要
面
積
六
百
八
十
四
・
二
四
平
方
メ
ー
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ト
ル
）
の
区
間
（
以
下
「
申
請
起
業
地
区
間
」
と
い
う
。
）

は
、
最
小
車
道
部
幅
員
が
約
六
・
二
メ
ー
ト
ル
の
狭
小
な
二

車
線
道
路
（
以
下
「
現
道
」
と
い
う
。
）
で
あ
り
、
歩
道
等

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
五
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
は
、

歩
行
者
及
び
自
転
車
通
行
者
（
以
下
「
歩
行
者
等
」
と
い

う
。
）
は
路
肩
又
は
車
道
部
の
通
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。全

体
計
画
区
間
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三

年
ま
で
の
間
に
四
輪
車
と
自
転
車
と
の
交
通
事
故
が
三
件
発

生
し
て
お
り
、
歩
行
者
等
と
自
動
車
と
の
分
離
が
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
区
間

と
な
っ
て
い
る
。

東
久
留
米
市
都
市
建
設
部
が
平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
実

施
し
た
交
通
量
調
査
で
は
、
現
道
に
お
け
る
自
動
車
交
通
量

は
一
万
六
百
五
十
九
台
／
日
、
自
転
車
交
通
量
は
八
百
八
十

台
／
日
、
歩
行
者
交
通
量
は
二
百
五
十
九
人
／
日
で
あ
っ
た
。

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
歩
行
者
等
の
通
行
と
自
動
車

交
通
が
分
離
さ
れ
、
歩
行
者
等
が
十
分
す
れ
違
う
こ
と
が
で

き
る
幅
員
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
歩
行
者
等
の
安
全
な
通

行
及
び
交
通
事
故
の
低
減
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な

自
動
車
交
通
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
補
助
幹
線
道
路
と
し

て
の
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共

の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
環
境

影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
四

項
、
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都

条
例
第
九
十
六
号
）
第
二
条
第
五
号
及
び
東
京
都
環
境
影
響

評
価
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
三

十
四
号
）
第
三
条
別
表
第
一
の
一
㈣
の
規
定
に
よ
り
実
施
対

象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
事
業
は
、
現
道
拡
幅
方
式
に
よ
り
歩
道
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
自
動
車
交
通
量
が
こ
れ
に
よ
り
増
加
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
起
業
者
は
、
東
久
留
米
市
内
で
共
用
し
て

い
る
路
線
の
過
去
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
自
動
車
交
通
量
等

か
ら
相
対
的
に
評
価
を
行
い
、
騒
音
及
び
大
気
質
は
環
境
基

準
を
、
振
動
は
環
境
省
令
で
定
め
る
限
度
基
準
値
を
そ
れ
ぞ

れ
満
足
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
起
業
者
は
、
東
久
留
米
市
教
育
部
か
ら
、
申
請
起

業
地
区
間
内
に
お
い
て
埋
蔵
文
化
財
は
確
認
し
て
い
な
い
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢

事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
は
、
歩
行
者
等
の
安
全
か
つ
快
適
な
通
行
を
確

保
し
、
交
通
事
故
の
危
険
性
の
低
減
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
現
道
を
幅
員
十
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
へ
と
拡
幅

方
式
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
久
留
米
市
道
路
の

構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
東
久

留
米
市
条
例
第
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
第
四
種
第
二
級
の
規
格
に
適
合
し
て
い

る
。ま

た
、
本
件
事
業
は
、
道
路
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
起
業
者
が
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
東
久
留
米
市

長
が
令
和
四
年
九
月
五
日
付
東
久
留
米
市
告
示
第
百
号
で
公

示
し
た
内
容
と
整
合
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公

共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ

る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な

利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第

三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

四

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

㈠

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

三
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
歩
行
者
等
の
通
行
と
自
動
車
交

通
の
分
離
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
重
大
事
故
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
区
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
本
件
事
業
を
施
行
し
て
歩
行
者
等
の
安
全
な
通

行
及
び
交
通
事
故
の
低
減
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な

自
動
車
交
通
を
確
保
し
補
助
幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
の
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
早
期
完
成
を
求
め
る
声
は
強
く
、
地

元
自
治
会
か
ら
の
陳
情
で
整
備
促
進
を
強
く
要
望
さ
れ
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は

高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
の
合
理
性

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
現
道
拡
幅
方
式
に

よ
る
歩
道
整
備
に
要
す
る
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
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ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供

さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要

件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五

結
論

一
か
ら
四
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二

十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場

所

東
久
留
米
市
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
四
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

府
中
市

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び
お
も
り

を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。

た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業

所
の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
九

日
ま
で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。
）

四

検
査
場
所

㈠

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の

所
在
の
場
所
に
お
い
て
、
検
査
を
実
施
す
る
。

㈡

㈠
の
ほ
か
、
東
京
都
計
量
検
定
所
（
江
東
区

新
砂
三
丁
目
三
番
四
十
一
号
）
に
お
い
て
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
検
査

を
実
施
す
る
。

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
五
号

東
京
都
薬
物
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
東
京
都

条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定

薬
物
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

別
表
の
と
お
り

二

指
定
理
由

人
の
身
体
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神
に
幻
覚
等
の
作
用

を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
こ
れ
を
濫
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
健
康

に
被
害
が
生
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め

三

施
行
期
日

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日



令和5年6月21日（水曜日）東 京 都 公 報（第17844号） ４
◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
東
京
都
告
示

第
四
百
十
二
号
及
び
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
五
百
六
号
に
よ
り
指

定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、

別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
新
宿
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
五

百
八
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
品
川
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17844号）東 京 都 公 報令和5年6月21日（水曜日）５

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
五

百
九
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
渋
谷
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年6月21日（水曜日）東 京 都 公 報（第17844号） ６
◉
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

七
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
中
野
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
一
年
東
京
都
告
示

第
三
百
六
十
二
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除

す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
豊
島
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17844号）東 京 都 公 報令和5年6月21日（水曜日）７

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

八
百
五
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
北
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年6月21日（水曜日）東 京 都 公 報（第17844号） ８
◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
八
年
東
京
都
告
示

第
三
百
六
十
九
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除

す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
板
橋
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及

び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
渋
谷
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17844号）東 京 都 公 報令和5年6月21日（水曜日）９

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及

び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
板
橋
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年6月21日（水曜日）東 京 都 公 報（第17844号） １０
◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
新
宿
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
品
川
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17844号）東 京 都 公 報令和5年6月21日（水曜日）１１

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
中
野
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年6月21日（水曜日）東 京 都 公 報（第17844号） １２
◉
東
京
都
告
示
第
七
百
七
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
北
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

告

示
（
内
水
漁
管
）

◉
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
八

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京

都
及
び
埼
玉
県
の
内
水
面
に
お
け
る
共
同
漁
業
の
漁
場
計
画
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
漁
場
計
画
は
、
本
委
員
会
事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

安

永

勝

昭

一

日
時
及
び
場
所

令
和
五
年
七
月
六
日
（
木
曜
日
）

午
後
二
時

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
二

十
一
階
南
側

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
室

泫

開
催
日
時
に
つ
い
て
は
、
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
る
場
合
は
順
延
す
る
。

二

公
述
人
の
範
囲

㈠

漁
業
権
者

㈡

入
漁
権
者

㈢

漁
業
協
同
組
合
関
係
者

㈣

遊
漁
者

㈤

そ
の
他
利
害
関
係
の
あ
る
者

三

公
述
の
申
出

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
及
び
職
業
並
び
に
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
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し
た
書
面
を
令
和
五
年
六
月
二
十
九
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
東
京

都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
水
産
課
内

郵
便
番
号
一
六

三－

八
〇
〇
一
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
、
令

和
五
年
六
月
二
十
九
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。
）
。

四

案
件

㈠

公
示
番
号

埼
玉
県
共
第
二
号

㈡

公
示
番
号

埼
玉
県
共
第
五
号

㈢

公
示
番
号

埼
玉
県
共
第
七
号

㈣

公
示
番
号

埼
玉
県
共
第
八
号

公

告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
特
例
認
定
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
特
例
認
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第

二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
ン
フ
ロ
ン
ト
ワ
ー
ル
ド

二

代
表
者
の
氏
名

荒
井

昭
則

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
十
五
号

四

特
例
認
定
の
有
効
期
間

令
和
五
年
五
月
十
七
日
か
ら
令
和
八
年
五
月
十
六
日
ま
で

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
工
事
完
了
の

届
出
に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
西
品
川
一
丁
目
地
区
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
工
事
完
了
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
西
品
川
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

理
事
長

池
田

善
俊

品
川
区
西
品
川
一
丁
目
七
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称

西
品
川
一
丁
目
地
区
再
開
発
計
画

三

工
事
着
手
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日

四

工
事
完
了
の
年
月
日

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日

五

届
出
日

令
和
五
年
六
月
六
日
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